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は，学会設立と同年の講演 2 )で「初年次教育」の検索件数が Yahoo!で 65 万 8 千件，Google で 93 万件あ
ったことに言及し「今から５年前は 10 万もいかなかった」として驚いている．それからわずか２年しか
経過していない本稿執筆時点では，Yahoo!JAPAN で約 250 万件，Google で約 1450 万件と，桁違いにな
っている． 































ーストラリアのモナッシュ大学（第 13 章），イギリス・スコットランドの高等教育セクター（第 14 章）
での取り組みが紹介されている． 
第４部「初年次教育の評価と可能性」では，初年次教育の評価に着手するための具体的手順（第 15
章），および初年次教育の可能性と課題（第 16 章）が整理されている． 













Freshman Year Experience と名付け，1998 年には First-Year Experience と改称され，現在に至る．なお
「First-Year Experience」は，サウスカロライナ大学に附置されている The National Resource Center for the 





育プログラム 4 ) 
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見落としてならないことは，「学問的」のみならず「社会的」な「諸経験」であることだろう．略し
て FYE とも表記される初年次教育の E は，Education ではなく Experience なのである．つまり初年次教
育とは，決して授業（講義・演習・実習）時間内に教室（講義室はもちろん屋外実習場を含む）内で行
われる学士課程教育プログラムに限定される Education ではなく，入学式やガイダンスといった正課教
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